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ハイブリッド構造による住宅の施工 

－新屋敷の家－ 

 
大阪支店  建築部（九州支店駐在） 川原孝一 
大阪支店  建築部（九州支店駐在） 片山真人 
大阪支店  建築部（九州支店駐在） 平山敬大 
大阪支店  建築部（九州支店駐在） 竹本直樹 

 
概要：本報告では，ハイブリッド構造（１階 RC造・2階木造）による住宅の施工に
ついて紹介する． 
熊本市中央区新屋敷に建設された新屋敷の家は熊本市中心部に位置し近くに一級河

川である白川が流れる高級住宅街に平成 29年 7月に着工し平成 30年 1月に竣工で
きた． 
平成 24年 7月九州北部豪雨，平成 28年 4月熊本地震を受けて自然災害にも対応で
きるハイブリッド構造が採用された． 
水害に関しては 1階部分を RC 造で対応し，住居部分を 2 階に配置した.地震対策と
しては地盤置換工法が採用された． 
Key Words：ハイブリッド構造，木造，自然災害対策，地盤置換工法 

 
 
１．はじめに 
木造住宅は構造体を基礎は RC造，土台，柱，壁 を木造とする工法が一般的であり，コスト的にも安価
である． 今回施工を行った新屋敷の家は自然災害を考慮し 1階部分を RC造，住居部分になる 2階部分を
木造とした，また地震にも対応するために地盤置換工法であるコロンブス工法が採用された,         
地盤置換方法にはセメント系固化材を用いて固化材と土を混ぜ転圧する表層改良工法や同じくセメント系固

化材を用いてセメントミルクと土を混ぜる柱状改良工法や鋼管杭を打つ鋼管杭工法があるが，平成 28年 4
月に熊本を襲った熊本地震でも実績がある，土を取り除きジオフォーム（EPS-発砲ポリスチレン）を敷設す
るコロンブス工法が採用された． 
本建物での自然災害を考慮した地盤置換工法の施工状況を報告する. 

 
２．建物概要 
本建物は躯体構築方法をハイブリッド工法とした地上 2 階建ての個人住宅である．建物平面は張間方向

8スパン 12.2ｍ，桁行き方向 15スパン 27.4ｍである．立面は 1階高さ 3.1m,2階高さ 2.75ｍの地上 2階建
て，軒高 GL+6.1m，最高高さ 7.92mである.建物概要を表-1に，建物外観を写真-1に，1階平面図を図-1に，

2階平面図を図-2に，立面図を図-3(a)(b)に，断面図を図-4(a)(b)に示す． 
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表-1 建物概要 
 

 

 
 
 
 

 
写真-1 建物外観 
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図-1 1階平面図 

 
 

図-2 2階平面図 
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図-3(a) 立面図 

 
 

図-3(b) 立面図 
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図-4(a) 断面図 

 
図-4(b) 断面図 
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３．施工上の問題点 
3.1 地盤置換工法（コロンブス工法）における問題点 
3.1.1 コロンブス工法とは 
 軟弱地盤の上に建てる建物の基礎下の土を取り除き，そこへ EPS(発砲ポリスチレン)ジオフォームを敷き
詰めることによって地盤と建物荷重バランスを調整し,建物を不動沈下や振動から守る．近年相次いだ地震で，
不動沈下や振動だけでなく，地震や液状化にも高い効果がある事が実証されている． 
 熊本地震で同一敷地内の二つの建物で基礎形状が浮き基礎(船底型基礎)を採用もう片方は地盤置換工法(コ
ロンブス)採用した時の被害状況の比較資料(1),コロンブス設計仕様構造図-1記す． 
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図-6 設計仕様構造図  

 
 

3.1.2 コロンブス工法における施工上の問題点 
 通常の1階スラブ下における給排水設備埋設配管工法では，基礎躯体コンクリート打設後に土砂で余掘り

部分の埋戻しを行った後，配管ルートを掘削し勾配管理を行いながら配管工事を行う．しかしながら，本工

法の採用により，土砂に代わり EPS（発砲ポリスチレン）ジオフォーム（以下ジオホーム）が施設されるた
め，配管ルートに対する制約の発生，配管勾配管理の困難が問題となった．また，従来の工程に比べジオフ

ォームを設置する分の工程が加わるため，基礎工事期間にその分を見込む必要が生じた． 
3.1.3 給排水設備工事床下配管の勾配管理における工夫 
①ジオフォームの割付けを考慮した設備配管ルートの設定． 
②設備配管部分は勾配が確保できるようにジオフォーム（H=650）をH=100でスライスした製品を発注． 
③勾配管理は施工前と施工完了後スラブ配筋前コンクリート打設前に確認を実施． 
3.1.4 工程管理について 
本計画において地盤置換工法の場合，埋設配管工法に対し 5日程余分に工程を見込む必要があった． 

加えて，地盤置換工法を専門に施工する業者が存在せず，工程管理上の不安があった． 
そこで基礎躯体と 1階床スラブを同時に打設する計画とすることで工期の短縮を図った．結果，当初埋設

配管時における基礎工事期間 40日に対し 36日で行う計画とすることができた． 
コスト面においても基礎型枠工事が外周のみで 1階床スラブの型枠工事は基礎型枠と兼用できたため，そ

の分抑えることができた．工程表の比較を工程表-1に記す．  
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工程表-1 
 

 
3.1.5 施工の流れ 
 使用材料-1，施工図-1(基礎下部分)，施工図-2（スラブ下部分），工事状況-1，工事状況に記す． 

 
使用材料-1 
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施工図-1（基礎下部分） 

 
施工図-2（スラブ下部分） 
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工事状況-1 

 
工事状況-2 
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3.2 木造建方時の安全対策 
3.2.1 仮設計画時の問題点 
仮設計画立案時，造作大工である協力業者と打合せを行った結果，建方時は水平ネット及びスタンション

などの安全設備は設けて仕事を行った事はないとの事であった． 
 熊本市内は地震の影響で解体工事が頻繁に行われ解体が完了した所から新築の施工が行われている．木造

家屋の施工状況を確認して廻ったところ，確かに水平ネット及びスタンションなどの安全設備を設けて施工

を行っている物件は 25物件中 1件もなかった． 
 このことから，木造躯体工事における安全対策，施工業者の安全教育に特別な配慮が必要となった． 
3.2.2 木造建方時の安全対策 
 仮設設備（水平ネット・及びスタンション）を鉄骨建方と同様に設置して作業を行う計画で打合せを関係

業者と行った．しかし，仮設設備は建方後すぐ撤去の必要が生じた．各接合部の施工において，部材を上か

ら差し込む際，こうした安全設備が施工上の支障をきたした為である．そこで内部棚足場を設置し盛り替え

ながら使用する計画に変更．内部足場（工事写真-1に記す）の撤去時期は内部天井ウレタン発砲後天井木下
地の吊木が完了した時点での撤去とした． 
結果，木造建方も安全に施工が行われ内部での高所作業も内部棚足場を設けた結果無事故で竣工できた． 

 
工事写真-1 
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3.3 鉄筋コンクリートと木造土台との取合い（レベル管理） 
 1 階部分鉄筋コンクリート構造と 2 階部分木質構造部分の取合いについて，設計仕様における外周立上り
壁は 2 階床スラブよりＨ=100．立上り壁の上に気密パッキンを敷き並べその上に土台（120×120）を 1 階
鉄筋コンクリート打設時に打ち込んであったアンカーボルトで固定する仕様となっていた． 
 設計仕様の場合，非常に厳しい天端レベルの精度が必要となる． 
天端レベルの精度を確保する上で，1 階鉄筋コンクリート打設後，立上り壁を後施工とする案も考えられた
が，漏水に対するリスクを考慮した場合 1 階躯体コンクリート打設時に一緒に打設するのが（構造体が一体
となるので）品質上望ましい．しかし，立上り壁の位置が外周バルコニーと室内側をまたいでいるため，立

上り型枠が両浮かし型枠となり施工精度を保つのは困難と思われた． 
そこで調整代を 10mm設けた上で，立上り壁を 1階躯体コンクリートと同時打ちとし（躯体一体化），土

台セット前にレべリング材を流し立上り壁天端を平滑に仕上げた．（施工図-1，工事写真-2に記す） 
立上天端のレベル管理が出来た事で建方レベル，開口レベル共に施工精度は良好であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工図-1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工事写真-2 
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3.4 金属製建具取合い（漏水対策について） 
 外壁の仕様が木胴縁下地にラスモルタルの上に漆喰仕上となっていたため，金属製建具取合いにはシーリ

ングのみの防水ではシーリング材が経年劣化した場合漏水する恐れがあった． 
このための漏水対策として，金属製建具にフラッシング金物を取付ける事により，フラッシングと透湿

防水シート両面型のブチルテープによる 1次止水とシーリングによる 2重止水とした． 
金属製建具にフラッシング金物を取付けてフラッシングと透湿防水シート両面型のブチルテープにて固定

し躯体側の 1次止水とした． 透湿防水シートとは木造で用いられる防水性をもったシートで安価で木造で
は使用頻度が高く水は通さないが湿気（水蒸気）は通す．ブチルテープはシート防水などの端末によく使わ

れるテープで木造では電気・設備等の貫通部分に透湿防水シートと合わせて防水のために使用される． 
施工図-2（フラッシング使用前）施工図-3（フラッシング使用後）を記す．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工図-2（フラッシング使用前） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工図-3（フラッシング使用後） 
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４．まとめ 
設備配管の勾配確保におけるEPS（発砲ポリスチレン）の勾配カットには大変な時間と施工手間を要した．

類似案件，自社設計案件にてコロンブス工法採用の際には，EPS（発砲ポリスチレン）ジオフォーム層内の配管
を避けた配管ルートを検討した方が良い（※本計画では勾配の関係で施工段階の変更は不可であった）． 
木造建方も安全に施工が行われ内部での高所作業も内部棚足場を設けた結果，無事故で竣工することがで

きた．工程については実働 12日の工期短縮となり後工程に余裕が出る結果となり，コスト面では型枠工事，
コンクリート打設手間工事等で約 50万のコスト減とすることができた． 


